
鹿島ライオンズ旗大会の反省 

 

「第 48 回 鹿島ライオンズクラブ旗争奪Ｊｒ.バレーボール大会」は，大変お疲れ様でした。皆様の

ご協力のおかげで，６年生最後の地区大会を無事に終えることができました。本当にお疲れ様でした。

ありがとうございました。 

 

 

１ 運営やルールについて 

 〇 ベンチからのタイムの要求が遅いチームがあった。(鹿島小会場) 

→ なるべく，サーブの吹笛までの要求はとってあげましょう。あまりにも遅いと，その旨をベンチ

に声かけてください。また，副審は，ベンチからの要求を見過ごすことがないようにお願いします。 

 

 〇 テクニカルタイムアウトはあった方がよい。(市民会場) 

 → 今大会は，終了時刻が遅くなる可能性があったのでテクニカルタイムアウトはとらなかった。基  

本的にはとる方法で進めていくが，もし，今大会のような場合があっても，準決勝からはとるよう 

にする等，柔軟な対応をとっていきたいと思います。 

 

 〇 シードチームであっても同じ学校同士が予選で戦うことはさけたい。 

 → 基本的には，同じ方法で行うが，今後の課題でもある。 

 

２ マナーや応援について 

 〇 フラッシュをつけての撮影があった。 (市民会場) 

 → 再度，各チームで確認をお願いします。主審や副審，その他気付いた方が声をかけましょう。 

 

〇 応援する保護者が多くて，遅れてこられた方が，ベントの前を通られたことがあった。(鹿島小

会場) 

→ 再度，会場への入り方やベンチ前のこと等を各チームで確認をお願いします。が，今大会は，保  

護者の数が多くなるため，限界があります。仕方ない部分もあるかもしれません。 

 

〇 ギャラリーに写真・ビデオ撮影以外の保護者がおられた。(鹿島小会場) 

  → 耐震関係で鹿島小学校のギャラリーでは応援しないことになっていることを，再度，各チーム 

で確認をお願いします。 

 


